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中
国
研
究
集
刊 

夜
号
（
総
六
十
一
号
）
平
成
二
十
七
年
十
二
月　

七
︱
一
二
頁

懐
徳
堂
研
究
会

竹
田
健
二

一
、
懐
徳
堂
研
究
会
の
創
設

懐
徳
堂
研
究
会
は
、
江
戸
時
代
の
大
坂
に
お
い
て
百
四
十
年
余

り
活
動
し
た
漢
学
の
学
校
・
懐
徳
堂
に
関
す
る
研
究
、
及
び
明
治

末
以
降
の
懐
徳
堂
顕
彰
運
動
に
よ
っ
て
再
建
さ
れ
た
重
建
懐
徳
堂

に
関
す
る
研
究
に
取
り
組
む
、
共
同
研
究
組
織
で
あ
る
。

本
会
の
創
立
は
、
二
〇
〇
一
年
（
平
成
一
三
年
）
五
月
に
行
わ

れ
た
大
阪
大
学
創
立
七
十
周
年
記
念
事
業
と
深
く
関
わ
っ
て
い

る
。
大
阪
大
学
は
、
緒
方
洪
庵
の
蘭
学
塾
・
適
塾
と
懐
徳
堂
と
を

そ
の
源
流
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
か
ら
、
記
念
事
業
の
一
環
と

し
て
、
最
新
の
デ
ジ
タ
ル
技
術
に
よ
っ
て
懐
徳
堂
と
適
塾
と
を
再

構
築
す
る
「
バ
ー
チ
ャ
ル
適
塾
・
懐
徳
堂
」
を
作
成
・
公
開
す
る

こ
と
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
二
〇
〇
〇
年
（
平
成
一
二
年
）
四
月
、

大
阪
大
学
の
湯
浅
邦
弘
教
授
は
、
懐
徳
堂
研
究
の
実
績
を
持
つ
大

阪
大
学
中
国
哲
学
研
究
室
の
関
係
者
を
組
織
し
て
懐
徳
堂
研
究
会

を
立
ち
上
げ
、「
バ
ー
チ
ャ
ル
懐
徳
堂
」
の
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン

ツ
作
成
を
開
始
し
た
。
こ
れ
が
本
会
発
足
の
発
端
で
あ
る
。

懐
徳
堂
に
関
係
す
る
貴
重
資
料
は
、
大
阪
大
学
附
属
図
書
館
の

懐
徳
堂
文
庫
に
多
数
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
本
会
の
メ
ン
バ
ー
は
、

分
担
し
て
懐
徳
堂
文
庫
の
資
料
を
実
見
調
査
し
、
そ
の
成
果
を
踏

ま
え
て
約
百
点
の
解
題
を
執
筆
し
た
。
ま
た
い
く
つ
か
の
文
献
に

つ
い
て
は
全
文
テ
キ
ス
ト
化
を
行
い
、
あ
わ
せ
て
「
懐
徳
堂
年

表
」・「
懐
徳
堂
事
典
」
等
も
作
成
し
た
。
こ
う
し
て
、「
バ
ー

チ
ャ
ル
懐
徳
堂
」
の
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
の
一
環
と
し
て
、
懐

徳
堂
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（「
新
建
懐
徳
堂
」
と
称
し
た
）
が
完
成
し

た
の
で
あ
る
。

「
バ
ー
チ
ャ
ル
懐
徳
堂
」
の
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
は
、
も
と

〔
研
究
会
通
信
〕
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も
と
ス
タ
ン
ド
ア
ロ
ン
を
前
提
に
作
成
さ
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
、

懐
徳
堂
関
係
の
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
ア

ク
セ
ス
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
主
な
目
的
と
し
て
、
日
本
学

術
振
興
会
の
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
（
Ａ
）（
２
）「
デ
ジ

タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
の
懐
徳
堂
研
究
」（
研
究
代
表
者
下
條

真
司
大
阪
大
学
サ
イ
バ
ー
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
教
授
、
二
〇
〇
一

～
二
〇
〇
四
年
）
が
開
始
さ
れ
た
。
本
会
の
メ
ン
バ
ー
が
研
究
分

担
者
・
研
究
協
力
者
と
し
て
こ
の
研
究
に
参
加
し
、
懐
徳
堂
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
の
コ
ン
テ
ン
ツ
を
約
三
百
点
に
拡
充
し
た
。
ま
た
『
懐

徳
堂
文
庫
図
書
目
録
』（
大
阪
大
学
文
学
部
編
、
一
九
七
六
年
）

を
電
子
情
報
化
し
、
更
に
修
訂
・
補
遺
に
つ
い
て
共
同
で
行
う
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
し
た
『
懐
徳
堂
文
庫
電
子
図
書
目
録
』
の
作

成
・
公
開
に
伴
っ
て
、
そ
の
具
体
的
な
修
訂
・
補
遺
作
業
等
に
も

取
り
組
ん
だ
。
こ
う
し
て
二
〇
〇
四
年
二
月
に
公
開
さ
れ
た
の

が
、「
Ｗ
Ｅ
Ｂ
懐
徳
堂
」（http://kaitokudo.jp/index.htm

l

）

で
あ
る
。「
Ｗ
Ｅ
Ｂ
懐
徳
堂
」
は
、
そ
の
後
も
新
た
な
コ
ン
テ
ン

ツ
を
次
々
と
加
え
、
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
懐
徳
堂
研
究
会
は
そ
の
創
設
以
来
、
懐
徳
堂

関
係
の
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
作
成
を
中
心
と
し
て
活
動
し
て
き

た
が
、
同
時
に
メ
ン
バ
ー
そ
れ
ぞ
れ
は
、
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ

作
成
作
業
で
得
た
様
々
な
新
た
な
知
見
に
基
づ
き
、
懐
徳
堂
や
重

建
懐
徳
堂
に
関
す
る
研
究
を
推
進
し
た
。
そ
し
て
そ
の
成
果
を
懐

徳
堂
研
究
会
の
研
究
会
合
に
お
い
て
発
表
し
、
更
に
学
会
で
の
口

頭
発
表
や
論
文
執
筆
へ
と
発
展
さ
せ
た
。

二
、「
儒
蔵
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

二
〇
〇
六
年
（
平
成
一
八
年
）、
湯
浅
教
授
は
財
団
法
人
東
方

学
会
理
事
の
戸
川
芳
郎
氏
か
ら
依
頼
を
受
け
、「
儒
蔵
」
日
本
編

纂
委
員
会
委
員
と
な
っ
た
。「
儒
蔵
」
と
は
、
北
京
大
学
な
ど
中

国
の
約
二
十
五
の
大
学
や
研
究
機
関
が
連
携
し
て
推
進
し
て
い

る
、
儒
学
に
関
連
す
る
教
典
を
網
羅
し
よ
う
と
す
る
大
事
業
で
あ

る
。
こ
の
「
儒
蔵
」
の
中
に
日
本
に
現
存
す
る
漢
籍
も
含
ま
れ
る

こ
と
と
な
り
、
日
本
編
纂
委
員
会
が
設
立
さ
れ
、
湯
浅
教
授
は
中

井
履
軒
の
『
大
学
雜
議
』・『
中
庸
逢
原
』・『
論
語
逢
原
』・『
孟
子

逢
原
』
の
原
稿
執
筆
を
依
頼
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

湯
浅
教
授
は
懐
徳
堂
研
究
会
関
係
者
に
協
力
を
依
頼
し
、
メ
ン

バ
ー
は
分
担
し
て
原
稿
の
執
筆
に
当
た
っ
た
。
詳
細
に
つ
い
て

は
、
湯
浅
邦
弘
「
蘇
る
懐
徳
堂
四
書
︱
「
儒
蔵
」
編
纂
事
業
に
つ

い
て
」（『
懐
徳
堂
セ
ン
タ
ー
報
』
二
〇
〇
九
、
大
阪
大
学
大
学
院

文
学
研
究
科
・
文
学
部
・
懐
徳
堂
セ
ン
タ
ー
）
を
参
照
さ
れ
た

い
。な

お
、『
大
学
雜
議
』・『
中
庸
逢
原
』・『
論
語
逢
原
』・『
孟
子

逢
原
』
の
原
稿
は
既
に
完
成
し
、
中
国
側
に
提
出
済
み
で
あ
り
、
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近
く
刊
行
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

三
、
懐
徳
堂
の
総
合
的
研
究

二
〇
一
三
年
（
平
成
二
五
年
）、
竹
田
を
研
究
代
表
者
と
す
る

日
本
学
術
振
興
会
の
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
（
Ｂ
）「
懐

徳
堂
の
総
合
的
研
究
」
が
採
択
さ
れ
た
。
こ
の
研
究
は
、
懐
徳
堂

と
重
建
懐
徳
堂
と
を
、
中
断
を
挟
み
な
が
ら
も
連
続
す
る
一
つ
の

学
校
と
し
て
位
置
付
け
た
上
で
、（
１
）
懐
徳
堂
・
重
建
懐
徳
堂

の
学
問
に
つ
い
て
、
総
合
的
な
資
料
調
査
を
基
盤
と
し
た
実
証
的

解
明
を
行
う
こ
と
、（
２
）
懐
徳
堂
・
重
建
懐
徳
堂
の
学
問
を
中

心
と
し
て
、
近
世
以
降
の
大
阪
に
お
け
る
儒
教
の
展
開
の
全
容
を

解
明
す
る
こ
と
、（
３
）
大
阪
に
お
け
る
儒
教
が
日
本
の
儒
教
史

に
お
い
て
占
め
る
位
置
を
解
明
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
懐
徳

堂
研
究
会
の
メ
ン
バ
ー
の
ほ
と
ん
ど
が
研
究
分
担
者
・
研
究
協
力

者
・
連
携
研
究
者
と
し
て
研
究
組
織
に
加
わ
っ
て
い
る
。
こ
の
共

同
研
究
の
採
択
に
伴
い
、
本
会
の
代
表
は
竹
田
が
引
き
継
い
だ
。

現
在
の
本
会
の
活
動
の
中
心
は
、
年
四
回
定
期
的
に
開
催
す
る

研
究
会
合
で
あ
る
。
メ
ン
バ
ー
は
懐
徳
堂
関
係
資
料
の
調
査
に
精

力
的
に
取
り
組
む
と
共
に
、
そ
れ
ぞ
れ
が
分
担
す
る
課
題
に
つ
い

て
研
究
に
取
り
組
み
、
そ
の
成
果
を
研
究
会
合
に
お
い
て
発
表

し
、
参
加
者
全
員
に
よ
っ
て
討
議
を
行
っ
て
い
る
。
メ
ン
バ
ー
各

自
は
そ
の
討
議
を
踏
ま
え
て
更
に
研
究
を
進
め
、
学
会
で
の
口
頭

発
表
や
論
文
執
筆
を
行
っ
て
い
る
。

こ
の
共
同
研
究
は
、
懐
徳
堂
関
係
資
料
の
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ

ブ
化
の
推
進
を
も
目
的
と
し
て
お
り
、
既
に
懐
徳
堂
文
庫
の
『
論

語
聞
書
』
を
「
Ｗ
Ｅ
Ｂ
懐
徳
堂
」
の
新
た
な
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て

組
み
入
れ
た
。
他
に
既
に
撮
影
済
み
の
資
料
も
あ
り
、
ま
た
懐
徳

堂
文
庫
以
外
の
貴
重
資
料
の
撮
影
等
に
つ
い
て
も
準
備
を
進
め
て

い
る
。

現
在
、
本
会
の
メ
ン
バ
ー
は
、
湯
浅
邦
弘
（
大
阪
大
学
大
学
院

教
授
）、
寺
門
日
出
男
（
都
留
文
科
大
学
教
授
）、
藤
居
岳
人
（
阿

南
工
業
高
等
専
門
学
校
教
授
）、
湯
城
吉
信
（
大
阪
府
立
大
学
工

業
高
等
専
門
学
校
教
授
）、矢
羽
野
隆
男
（
四
天
王
寺
大
学
教
授
）、

池
田
光
子
（
財
団
法
人
懐
徳
堂
記
念
会
研
究
員
）、
中
村
未
来

（
大
阪
大
学
助
教
）、
福
田
一
也
（
懐
徳
堂
研
究
セ
ン
タ
ー
非
常
勤

職
員
）、
杉
山
一
也
（
岐
阜
経
済
大
学
准
教
授
）、
久
米
裕
子
（
京

都
産
業
大
学
准
教
授
）、
清
水
洋
子
（
福
山
大
学
専
任
講
師
）、
草

野
友
子
（
京
都
産
業
大
学
特
約
講
師
）、
佐
野
大
介
（
台
湾
・
明

道
大
学
助
理
教
授
）、黒
田
秀
教
（
台
湾
・
明
道
大
学
助
理
教
授
）、

前
川
正
名
（
台
湾
・
高
雄
餐
旅
大
学
助
理
教
授
）、
代
表
者
の
竹

田
健
二
（
島
根
大
学
教
授
）
で
あ
る
（
敬
称
略
）。

こ
の
他
に
懐
徳
堂
研
究
会
発
足
時
か
ら
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
、

岸
田
知
子
教
授
（
中
央
大
学
）
が
お
ら
れ
、「
懐
徳
堂
の
総
合
的

（ 9 ）



研
究
」
に
も
分
担
者
と
し
て
加
わ
っ
て
く
だ
さ
っ
て
い
た
の
だ

が
、
本
年
三
月
一
二
日
に
急
逝
さ
れ
た
。
長
く
懐
徳
堂
・
日
本
漢

学
の
研
究
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
た
岸
田
教
授
は
、
本
会
の
中
心

的
メ
ン
バ
ー
で
あ
り
、
筆
者
も
こ
れ
ま
で
研
究
会
合
等
に
お
い
て

貴
重
な
御
助
言
や
御
指
導
を
何
度
も
頂
戴
し
て
き
た
。
本
会
の
メ

ン
バ
ー
一
同
、
岸
田
教
授
の
学
恩
に
報
い
る
べ
く
、
一
層
研
究
に

励
む
所
存
で
あ
る
。

本
会
の
事
務
局
は
大
阪
大
学
中
国
哲
学
研
究
室
で
あ
る
。
な

お
、
研
究
会
合
に
は
、
正
規
の
メ
ン
バ
ー
の
他
に
、
大
阪
大
学
中

国
哲
学
研
究
室
の
学
生
が
参
加
し
、
研
究
発
表
を
行
う
こ
と
も
あ

る
。最

近
の
活
動
の
一
端
と
し
て
、
こ
の
一
年
間
の
研
究
会
合
に
お

け
る
研
究
発
表
者
と
そ
の
題
目
を
以
下
に
示
す
。
な
お
、
題
目
の

下
に
＊
を
付
し
た
も
の
は
、
大
阪
大
学
中
国
哲
学
研
究
室
の
学
生

の
発
表
で
あ
る
）。

○
通
算
第
一
八
回
（
二
〇
一
四
年
一
二
月
二
〇
日
）

・
椛
島
雅
弘
「
中
井
履
軒
『
述
龍
篇
』
と
八
陣
解
釈
」
＊

・
池
田
光
子
「（
新
収
資
料
）
尾
藤
二
洲
宛
書
簡
に
つ
い
て
」

・�

草
野
友
子
「
懐
徳
堂
文
庫
所
蔵
『
管
子
纂
詁
』
書
き
入
れ
の
初

歩
的
整
理
」

・�

竹
田
健
二
「
西
村
天
囚
の
懐
徳
堂
研
究
と
五
井
蘭
洲
関
係
資

料
」

○
通
算
第
一
九
回
（
二
〇
一
五
年
三
月
二
七
日
）

・
久
米
裕
子
「
中
井
履
軒
『
通
語
』
に
つ
い
て
」

・
竹
田
健
二
「
西
村
天
囚
の
五
井
蘭
洲
研
究
と
『
懐
徳
堂
記
録
』」

・�

佐
藤
由
隆
「『
蘭
洲
遺
稿
』
の
他
氏
批
評
か
ら
見
る
五
井
蘭
洲

の
学
問
観
」
＊

・
寺
門
日
出
男
「
五
井
蘭
洲
『
非
伊
編
』
に
つ
い
て
」

○
通
算
第
二
〇
回
（
二
〇
一
五
年
六
月
六
日
）

・�

湯
城
吉
信
「
五
井
蘭
洲
「
中
庸
天
命
性
図
」
の
復
元
を
試
み

る
」

・�

黒
田
秀
教
「
儒
者
の
や
ま
と
ご
こ
ろ
︱
中
華
論
よ
り
萬
世
一
系

論
へ
︱
」

・�

湯
浅
邦
弘
「
人
類
の
文
化
遺
産
「
板
木
」
の
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ

イ
ブ
」

・�

矢
羽
野
隆
男
「
西
村
天
囚
の
楚
辞
研
究
︱
「
日
本
楚
辞
学
の
基

礎
的
研
究
」
の
一
環
と
し
て
︱
」

○
通
算
第
二
一
回
（
二
〇
一
五
年
八
月
二
二
日
）

・�

佐
藤
由
隆
「
消
さ
れ
た
格
物
致
知
論
︱
自
筆
本
『
質
疑
篇
』
と

『
質
疑
疑
文
』
︱
」
＊

・
寺
門
日
出
男
「
五
井
蘭
洲
『
非
伊
編
』
に
つ
い
て
」

・�

中
村
未
来
「
中
井
竹
山
・
履
軒
の
『
尚
書
』
注
釈
︱
今
古
文
解

釈
を
中
心
に
︱
」

（ 10 ）
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・�

竹
田
健
二
「
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
の
所
蔵
す
る
懐
徳
堂
関
係

資
料
に
つ
い
て
」

本
会
及
び
研
究
会
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
一
連
の
研
究
活
動
の
成

果
の
う
ち
、
紙
媒
体
と
し
て
発
表
さ
れ
た
主
な
も
の
を
以
下
に
示

す
。
な
お
、
個
人
の
発
表
し
た
論
文
は
多
数
に
及
ぶ
た
め
割
愛
し

た
。

・�『
懐
徳
堂
事
典
』（
湯
浅
邦
弘
編
、
大
阪
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇

一
年
一
二
月
）

・�『
懐
徳
堂
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
全
コ
ン
テ
ン
ツ
』（
湯
浅
邦
弘
編
、

『
大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
』
第
四
二
巻
︱
二
、
二

〇
〇
二
年
三
月
）

・�『
懐
徳
堂
文
庫
の
研
究
』（
湯
浅
邦
弘
編
、
大
阪
大
学
大
学
院
文

学
研
究
科
共
同
研
究
報
告
書
、
二
〇
〇
三
年
二
月
）

・�『
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
の
懐
徳
堂
研
究
』（
科
学
研
究

費
補
助
金
基
盤
研
究
（
Ａ
）（
２
）
研
究
成
果
報
告
書
、
課
題

番
号
一
三
三
〇
九
〇
一
一
、
研
究
代
表
者
下
條
真
司
大
阪
大
学

サ
イ
バ
ー
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
教
授
、
二
〇
〇
四
年
三
月
）

・�『
懐
徳
堂
文
庫
の
研
究
二
〇
〇
五
』（
湯
浅
邦
弘
編
、
大
阪
大
学

大
学
院
文
学
研
究
科
共
同
研
究
報
告
書
、
二
〇
〇
五
年
二
月
）

・�『
懐
徳
堂
の
歴
史
を
読
む
』（
湯
浅
邦
弘
・
竹
田
健
二
編
著
、
大

阪
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
五
年
三
月
）

・�『
懐
徳
堂
研
究
』（
湯
浅
邦
弘
編
、
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
七
年
一

一
月
）
…
日
本
学
術
振
興
会
平
成
一
九
年
度
科
学
研
究
費
補
助

金
（
研
究
成
果
公
開
促
進
費
）
に
よ
る
。

・�『
墨
の
道　

印
の
宇
宙
︱
懐
徳
堂
の
美
と
学
問
︱
』（
湯
浅
邦

弘
、
大
阪
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
八
年
一
二
月
）

・�『
江
戸
時
代
の
親
孝
行
』（
湯
浅
邦
弘
編
著
、
大
阪
大
学
出
版

会
、
二
〇
〇
九
年
二
月
）

・�『
市
民
大
学
の
誕
生
︱
大
坂
学
問
所
懐
徳
堂
の
再
興
︱
』（
竹
田

健
二
、
大
阪
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
〇
年
二
月
）

・�『
漢
学
と
洋
学
︱
伝
統
と
新
知
識
の
は
ざ
ま
で
︱
』（
岸
田
知

子
、
大
阪
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
〇
年
九
月
）
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